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ハッピープロジェクトによる病院風土の作り方

ソフトブリスター（中央）で包装された新しいキット

手術看護に専念できる環境づくりをサポートします。

「プレミアムキット」は手術キットの内容を大幅に充実させ、術前・術中・術後までをトータルでカバー。
従来の手術キットに比べ、最大で手術準備・展開に要する時間の83％が削減可能になります＊。
また、準備時間の短縮やキット内容の充実により、感染経路を遮断し、感染防止にも貢献します。

＊大動脈弁置換術において「当社従来品」からの変更の場合
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誰でも過不足なく統一した準備が可能

投入されるパッケージは使用順序にそって配置

在庫管理の面でも病院経営に貢献

効率化
手術材料に要する時間を大幅に短縮
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展開時間の削減により落下菌曝露時間を短縮 

細分化キットによるキット内投入材料の充実で �
鉗子や落とし込み操作の減少、廃止 

単品材料の減少により塵埃数を減少

安全性
より清潔で安全な器械展開を目指して 

　手術室看護師の本来の役割は、皮膚創傷ケア・体温管理・精神的ケアといった看護ケアである
が、各施設情報交換しながら、より良い方法を模索しながら実施しているのが現状と思われる。
　今回、ホギメディカル社で実施した手術看護の具体的ケア、看護ケアを実施するうえでの体
制に関する全国アンケート結果をもとに、倉敷中央病院での実施例を紹介しつつ、より良い方
法について討議を行う。
　また、アンケートの中でも最も該当例が多かった経験年数や技術のばらつきへの対策（教育、
サポート体制）と、より良い看護を行うために実施している風土改善の取り組み、手術看護認定
看護師が考える手術看護の楽しさについて紹介する。
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